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を，下顎限界運動と咀嚼運動においては対応のある t 検定と対応のない t 検定を用いた。さらに
咀嚼運動では咀嚼サイクルの分散の比較を調べるために F 検定を行った。 
 形態的特徴に関して，治療前は外科的矯正治療を行った患者群(以下 OPE 群)は歯科矯正用アン
カースクリューを用いて治療した患者群(以下 AS 群)よりも垂直方向計測項目の値が大きく，骨
格的にロングフェースであることが認められた。また，オーバーバイトも OPE 群は AS よりも
優位に小さいことが認められた。AS 群は治療により大臼歯が圧下し，下顎骨が反時計回りに回
転することで前歯部開咬が改善した。一方 OPE 群は上顎骨後方部を多く圧下し，下顎骨を上顎
骨にあわせて移動させることで前歯部開咬が改善した。治療後の両群間比較では OPE 群は AS
群と比較して依然としてロングフェースであることが認められ，オーバーバイトは両群間で有意
差が認められた。 
 下顎限界運動に関して，最大開口運動は AS 群も OPE 群も治療前後で下顎切歯，下顎頭の運
動量はともに大きな変化はなく，AS 群と OPE 群の間における比較でも治療前も治療後も有意差
は認められなかった。前方限界運動では，AS 群は治療前後の比較で下顎中切歯，下顎頭の運動
量はともに大きな変化は認められなかった。一方 OPE 群では，治療前と治療後の比較で下顎中
切歯，下顎頭の運動量で有意差が認められた。AS 群と OPE 群の間における比較では治療前の下
顎中切歯，下顎頭の運動量で有意差が認められたが，治療後では OPE 群の下顎中切歯，下顎頭
の運動量が AS 群と同程度の回復し，治療後で有意差は認められなかった。側方限界運動では，
AS 群は治療前後で大きな変化は認められなかった。一方 OPE 群は治療前と比較して治療後で下




動に有意差は認められなかった。AS 群と OPE 群の間における比較では AS 群は OPE 群より治
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